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■ 課題
 高い可用性を実現して今後の成長をサポー

トする、エネルギー効率の優れた ITインフ

ラストラクチャーを提供すること

■ ソリューション
 ベイラー医科大学の 32台の既存の

Sunのサーバーを、IBM AIX®および

IBM PowerVM™が稼働する、IBM 

POWER®プロセッサーを搭載した3台

のIBM Power 570サーバーに統合

■ 主要なメリット
 エネルギー・コストの低減、データセンター

の貴重なスペースの節約、およびシステ

ム全体で30パーセントのパフォーマンス

向上を実現

ハイライト

テキサス州ヒューストンにあるベイラー医
科大学には、ヘルスケアの進歩において
全米のリーダーになるという明確な組織
的使命があります。1900年に設立された
同校は、医学研究および臨床サービスの
パイオニアとしての名声を確立していま
す。現在、同校の医療スタッフは年間 35

万5,000人の外来患者をサポートしており、
一方で研究者たちは極めて重要な医学
的研究を行い、また 1,500人を超える教
職員が医学教育という任務を遂行してい
ます。

「ここは特別な場所です。私たちは、教育、
研究、およびヘルスケアという3つの分野
で取り組みを行っています。また私たち
の大学は、今日では世界最高峰の医療施
設の1つとなっている、テキサス・メディカ
ル・センターの中心に位置しています。

ベイラー医科大学
IBM Power Systemsソリューションへ移行して
新たなITの価値を発見

「IBMほど説得力があって、かつ
シンプルな設計のソリューションを
提供してくれるベンダーは、ほかにどこも
ありませんでした。
また IBMの提案してくれた
ソリューションは、費用対効果も
非常に高いものでした。」

ベイラー医科大学の 

ITオペレーション・技術サービス部門担当 

エグゼクティブ・ディレクター、 
Al Reineking氏



このことにより、私たちの大学は常に非常
に関心が高く、意欲をかき立てる存在と
なっています。」と、ベイラー医科大学の
ITオペレーション・技術サービス部門担
当エグゼクティブ・ディレクターの Al 

Reineking氏は述べています。

ベイラー医科大学の成功を背後で支えて
いる ITチームは、同大学のサービスをサ
ポートするための進化し続ける技術基盤
を構築しています。最近同校が、病院を
建設して医学部、研究施設、および医療
施設を拡充することを決定した際に、そ
の戦略的プランに既存のデータセンター
のアップグレードが盛り込まれました。そ
れは、新しい病院の IT要件をサポートす
ることのできる基礎を築く過程において、
ハードウェアのスペースの制約を緩和す
るとともに、耐用年数を過ぎたSunのサー
バーを入れ替えることを目的としたもので
した。

ベイラー医科大学は、IT環境を仮想化し
て大規模な SAPのアップグレードに向け
た準備を整えることが可能となる、経済的
でエネルギー効率の優れた統合ソリュー
ションを必要としていました。

まさに医師が指示したもの：
それは仮想化対応の成長し続ける
データセンター
ベイラー医科大学の ITチームは、データ
センターの更改プロジェクトに向けて、
数々のベンダーの提案を検討しました。
そしてチームは、ミッション・クリティカルな
ニーズに対する最善のソリューションは、
IBM PowerVMが稼働する、POWERプ
ロセッサーを搭載した IBM Power 570

サーバーであるという結論に達しました。
この構成は、パフォーマンス、拡張容易性、
および柔軟性に対する同校のニーズを、
エネルギー効率の高い形で満たします。

さらに、IBMは、既存のデータ、データ
ベース、およびアプリケーションを、新し

い環境に首尾よく移行させるのを確実に
するために必要な専門知識も備えていま
した。まず必要とされたのは、ベイラー医
科大学の SAP ERPシステムへの持続的
なアクセスを維持するとともに、大規模な
SAPのアップグレードに向けた準備をす
ることでした。また同校は、移行の間に、
電子医療記録システムおよび患者管理シ
ステム（医療費請求やスケジューリング機
能を含む）はもとより、研究施設、助成金
管理、および e-メールをサポートするシス
テムに対しても、高い可用性を提供しな
ければなりませんでした。

「私たちは、これらすべての任務をサポー
トするためのインフラストラクチャーに対
して責任を負っており、このことを極めて
重大なことと受け止めています。私たち
は、パートナーシップについて考えるとき、
常にお客様へ最高のサービスを提供した
いと考える私たちの理念と同じ考え方を
持つ企業かどうかを判断基準の 1つとし
ています。私たちは、非常に献身的で、
私たちのビジネスを理解してくれて、なお
かつ私たちの行っていることに関して私
たちと同じくらい熱心かつ真剣に取り組ん
でくれるパートナーを探します。それが、
私たちが IBMを選んだ数々の理由の1 つ
です。私たちは、IBMが私たちの方向性
と一致していると感じたのです。」と、ベイ
ラー医科大学の IT部門担当バイス・プレ
ジデントで最高情報責任者も務める
Jenifer Jarriel氏は述べています。

IBM Migration Factoryが、
異なるプラットフォームへの移行に伴う
労力とリスクを解消
ベイラー医科大学は、ヒューストンに拠点
を置くIBMプレミア・ビジネス・パートナー
のMark IIIに、同校の IBMへの移行に
対する支援を求めました。Mark IIIは
IBM Migration Factoryを参加させて、
32台の既存の Sunのサーバーから、い
ずれもAIXオペレーティング・システムが
稼働するわずか 3台の IBM Power 570



サーバーへ、ワークロードをあたかも同じ
システムを使用し続けているかのように
移行させました。

「IBM Migration Factoryは、設計、青写
真、および実装や移行の全体を通して、
最初から最後まで協力してくれます。私
たちは、放任されているような感じは一切
受けませんでした。IBMチームとの間に
は関係を構築する機会が数多くあり、そ
の中で私たちは、移行プロセスを極めて
効果的かつ効率的に完遂することができ
ました。」と、ベイラー医科大学のエンター
プライズ・サービスおよび情報システム部
門担当ディレクターのMike Layton氏は
語っています。

Al Reineking氏も同意しています。「重要
なポイントでは、IBM Migration Factory

が、何の問題もなく自ら明言した通りのこ
とをやってくれました。彼らは、非常に複
雑なソフトウェア・アプリケーションを、あ
るハードウェア・プラットフォームから新し
いプラットフォームへと移行させることに
伴う労力と、さらに重要なことにリスクまで
取り除いてくれました。実際には、Sun 

サーバーからの移行は極めて簡単なこと
でした。」

Layton氏は、統合によって即座に測定可
能なメリットがもたらされたと述べています。
「SAP環境のラック・スペースと比べて占
有スペースが 60パーセント削減され、ま
た冷却費およびエネルギー・コストの双方
が40パーセント以上節減されました。」

透過的な実装と劇的な
パフォーマンス向上により、
ベイラー医科大学はクライアントの
ニーズを満たすことが可能
「最も重要であったことは、システムを成
功裏に構築し、稼働させることでした。そ
して私たちが新しいシステムに移行した
その瞬間からすべてが完璧に機能しまし
た。私たちのお客様は、システムを移行し

たことにまったく気づきませんでした。こ
れは、私たちの成功の重要な評価基準の
1つでした。」と、ベイラー医科大学の
SAPサポート・サービス部門担当ディレク
ターのNancy Dillow氏は述べています。

さらに、2008年には、「グスタフ」と「アイク」
という2つのハリケーンがヒューストン地
区を襲いました。ベイラー医科大学では、
医療センターの 9,500人の職員が、ハリ
ケーンによる強制避難命令が発令される
前に確実に給与支払小切手を受け取れる
ようにするために、予定外の給与計算プ
ロセスを実施する必要がありました。新し
いPowerソリューションは、給与計算処理
をわずか 4時間で完了することでその能
力を実証しました。これは、それまでの
UNIX®システムと比べて、213 パーセント
という目覚しい向上でした。

「以前の Sunのシステムだったら、決して
そんなことはできなかったでしょう」と
Mike Layton氏は強調しています。

IBM は最適化された
費用対効果の高いソリューションを提供
既存の Sunサーバーを 3台の Power 

Systems™に統合するとともに、一連の重
要なアプリケーションを効率的に仮想化す
ることにより、ベイラー医科大学では、デー
タセンターの占有スペースを8ラックから
3ラックに削減することができました。さら
に、同校は、新しい3台のサーバーの管
理および保守の方が、32台のサーバー
の管理および保守よりも非常に簡単であ
ることにも気づいています。ハードウェア
の管理および保守に費やされるリソース
が削減されたことにより、同校では、新設
の病院に対応するために ITサービスを
拡張する準備などといった、より価値の高
いプロジェクトに労力を集中させることが
できるようになっています。

ミッション・クリティカルな1日24時間週 7日
にわたるIT インフラストラクチャーの稼働

ソリューション・コンポーネント

IBMハードウェア
• IBM Power 570



詳細情報
お客様担当の IBM営業担当員か、または

IBMビジネス・パートナーまでご連絡くだ

さい。あるいは、以下の当社Web サイトに

アクセスください。
ibm.com/systems/jp/migratetoibm/ 

factory

ibm.com/systems/jp/power

がかかっていたため、ベイラー医科大学
は、新しいソリューションを導入すること
により、その膨大なお客様に、24時間休
むことなくサービスを提供し続けることが
できるようになることを確認する必要があ
りました。IBMソリューションは、フォール
ト・トレランスと高度な冗長性を提供して、
インフラストラクチャーにおける単一障害
点を最小限に抑えるのに役立ちます。ま
たこのソリューションにより、処理要件の
変化に対応するのに役立つCapacity on 

Demand（CoD）も可能になります。

「IBM ほど説得力があって、なおかつシン
プルな設計のソリューションを提供してく
れるベンダーは、ほかにどこもありません
でした。また IBMの提案してくれたソ
リューションは、費用対効果も非常に高い
ものでした。」とAl Reineking 氏は述べて
います。

「私は、自分たちが使用しているリソース
とその効率性に、これまでと比べ、非常に
満足しています。そして私たちは引き続
きその方向に向かって邁進していくつもり
です。また、占有スペースを最小限に抑
えるとともに、仮想化によってもたらされ
得るあらゆるメリットを獲得することを考
えていきます。」とJenifer Jarriel氏は補
足しています。
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